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自
の
世
界
観
で
聴
く
人
を

魅
了
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
・
井
川
知
海
さ
ん（
24
歳
・
塚

越
７
丁
目
）。先
月
、
留
学
先
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
た
新
進
気

鋭
の
若
手
音
楽
家
の
一
人
で
す
。

今
月
25
日
に
下
蕨
公
民
館
で
開
か

れ
る
「
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」（
お

知
ら
せ
版
８
㌻
）に
出
演
し
ま
す
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
手
に
し
た
の

は
３
歳
の
頃
。
も
の
心
つ
い
た
と

き
に
は
常
に
傍
ら
に
あ
る
、
音
楽

が
大
好
き
な
少
年
で
し
た
。
当
時

は
出
身
地
の
静
岡
県
浜は

ま

松ま
つ

市
か
ら

新
幹
線
で
著
名
な
演
奏
家
の
下
へ
。

各
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
入
賞
を
重
ね
、

早
く
か
ら
そ
の
才
能
が
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
時
代
に

は
同
市
と
音
楽
文
化
交
流
を
行
う

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
に

広
報
蕨　

七
九
二
号　

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
ヴァイオリニスト　　　　　

井
い

川
かわ

 知
とも

海
み

 さん

独

クラシック音楽を身近に

親
善
大
使
と
し
て
訪
問
。
音
楽
が

生
活
に
溶
け
込
む
風
土
に
強
く
感

化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
音
大

付
属
高
校
へ
の
進
学
を
機
に
蕨
へ
。

仲
間
と
切
磋さ

琢た
く
磨
す
る
一
方
、
交

流
を
続
け
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

も
渡
り
腕
を
磨
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
よ
り
本
格
的
に
学
び
た
い
」と
、

高
校
卒
業
と
同
時
に
単
身
ポ
ー
ラ

ン
ド
へ
。
門
を
た
た
い
た
の
が
世

界
屈
指
の
名
門
・
国
立
シ
ョ
パ
ン

音
楽
大
学
で
す
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

専
攻
は
日
本
人
で
た
だ
一
人
と
い

う
環
境
に
身
を
置
い
た
井
川
さ
ん
。

当
初
は
言
葉
の
壁
、
短
い
準
備
期

間
で
挑
む
公
演
、
難
解
な
現
代
音

楽
の
習
得
な
ど
、
困
難
の
連
続
で

し
た
が
、
日
々
音
楽
に
向
き
合
い

没
頭
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

い
つ
し
か
井
川
さ
ん
の
奏
で
る
音

色
は
学
科
を
超
え
て
知
れ
渡
る
ほ

ど
評
判
に
―
。
習
熟
さ
れ
た
演
奏

技
術
は
、
優
秀
な
学
生
た
ち
が
集

う
な
か
で
も
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を

放
つ
ま
で
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
親
し
ん
で
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
、

演
奏
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
井

川
さ
ん
。
折
り
紙
付
き
の
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
楽
曲
の
鑑
賞
を
引
き

立
て
る
軽
快
な
ト
ー
ク
も
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
で
す
。
同
世
代
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
・
野の

口ぐ
ち

咲さ
き

さ
ん
と
奏
で
る

名
曲
の
調
べ
に
、
皆
さ
ん
も
耳
を

澄
ま
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

輝

いて
ます

「余韻が残るような演奏を」と、井川さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabeyosa
i

　

幕
末
の
文
久
３
年（
１
８
６
３
）、
第
14
代
将

軍
徳と

く

川が
わ

家い
え

茂も
ち

の
上
洛
と
い
う
、
第
３
代
将
軍
家い

え

光み
つ

か
ら
２
３
０
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
幕
府
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
、
江
戸
の
版
元
23
軒

と
浮
世
絵
師
16
名
が
力
を
合
わ
せ
て
出
版
し
た
、

通
称
「
御ご

上じ
ょ
う

洛ら
く

東と
う

海か
い

道ど
う

」
シ
リ
ー
ズ
の
１
図
。

暁
斎
は
本
図
を
含
め
29
図
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

家
茂
は
４
月
28
日
か
ら
29
日
ま
で
、
再
度
大

坂
湾
周
辺
の
お
台
場
巡
察
を
行
っ
た
際
、
紀
伊

半
島
の
加か

太だ

へ
上
陸
し
、
そ
の
後
６
月
13
日
に

海
路
江
戸
へ
帰
る
途
中
に
も
紀
伊
大
島
へ
上
陸

し
て
い
ま
す
。紀
伊
藩
出
身
の
家
茂
に
ち
な
み
、

紀
伊
半
島
の
名
勝
那な

智ち

の
滝
が
描
か
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
右
上
に
は
、
崖
上
か
ら
滝
を

眺
め
る
将
軍
一
行
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時　休　館＝木曜日
毎月26日～末日　ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般320円　中学生～大学生210円
小学生以下105円　詳　細＝同館（☎441・9780）
　　　　　　  　　（20人以上の団体は要予約）

河鍋暁斎記念美術館
｢暁斎・暁翠　旅と風景｣展

期間＝３月１日（水）～４月25日(火)

暁斎筆 ｢東海道名所之内 那智ノ瀧」
　　　　　　文久３年　大金板　大判錦絵

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり
─ No.10 ─


